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　・見学会日時：平成28年11月19日（土）13:30～15:00

　・申込み方法【参加費：無料】
　　申込みは不要です。13時25分までに現地にお集まり下さい。

　　駐車場には限りがありますので、ご参加の際は出来るだけ

　　乗り合わせでお願いします。

　・集合場所
　　沖縄県立石川青年の家　レストラン棟　ピロティー　　　

　・見学会概要
　　設計担当者（予定）が当該施設を見学案内します。

　・施設概要
　　所   在    地：うるま市石川３４９１番地２他

　　構 造・規 模：鉄筋コンクリート造　２階建　　延面積　3,793.49㎡

　・計画概要
    　子ども達の体験・行動と出会いを活性化させるために回遊性のある分散型配置
　　ゾーン計画としては、交流広場（出会いの広場）を中心とし、宿泊体験ゾーン、プレイホール、管理・食堂ゾーンが
　　取り囲む求心的な配置としました。

平成２８年度「公共建築の日」及び

「公共建築月間」関連イベント

沖縄県土木建築部施設建築課

施設見学会のお知らせ
～沖縄県立石川青少年の家～
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■施設概要

沖縄県立石川青少年の家

沖縄県うるま市石川3491番地他

2,913.34㎡（管理宿泊棟）　880.15㎡（体育館棟）

広場

体育館棟

宿泊棟

研修棟
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■計画概要

石川青少年の家は、昭和5 0年の建設から約4 0年が経過し建物

が老朽化し建て替えとなった。

施設利用者の体験、行動と出会いを活性化させる為、回遊性の

ある分散型配置とし、広場を囲む求心的な配置とした。

「環境に優しい施設」「ユニバーサルデザイン」「敷地形状に

合せた建物形体」とし、現況敷地に合せた建物形体は曲面的

であったり、扇形であったりするが、それにより既存の松の木を

残したり、既存の雑木林などに馴染むような形状とすることで

自然との共存を目指した。

敷地の南側に宿泊・研修・レストラン・管理棟、体育館棟を

配置し、施設の基本理念である「規律・友愛・奉仕」の心で

子供の自主性・創造性を育む施設を基本方針とした。

■設計者

(株 )渡久山設計・(株 )ケイツー設計

(有 )エスジーエンジニアリング共同企業体

■施工者

建築1工区（体育館）：(株 )南海建設

建築2工区（宿泊棟）：(株 )屋島組

建築3工区（研修棟）：(株 )富建

建築4工区（レストラン棟）：(有 )大福建設

建築5工区（管理棟）：(株 )基土木

電気設備：パイオニア電設(株 )・ (株 )沖縄計装共同企業体

機械設備：ヤンマー沖縄(株 )・ (株 )沖縄エンジニヤ共同企業体

昇降機：(株 )沖縄特電

既設建物解体工事：牧港建設(株 )

外構等整備工事（建築）：(株 )富士建設

外構等整備工事（設備）：(有 )システム技研

工 　 　 期 ： 平成26年7月17日～平成27年7月10日

敷 地 面 積 ： 51,852.09㎡（施設建設地部分）

鉄筋コンクリート一部鉄骨造1階建（体育館棟）

鉄筋コンクリート造2階建（管理宿泊棟）構 造 規 模 ：

（解体・外構等整備工事　27年11月10日～28年9月23日）
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